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研究成果の概要（和文）：本研究は、各国における学術的・政策的「監査の質」への研究に対する需要の高まり
を背景に監査の質に関する国際的総合研究であり、理論・制度・実態・実証の研究アプローチを用いて、監査の
質に関わる概念的構築、評価フレームワークと実証的測定を日米中において、多方面から行おうとしているもの
である。その研究成果として、これまでの【研究業績】欄から確認できるが、学会発表4回（うち、国際学会2
回）、７編の論文の公刊が挙げられる。特に、国際学会で「Best Paper Award」を受賞し、また関係論文がSSCI
（Social Sciences Citation Index）雑誌に掲載されている。

研究成果の概要（英文）：This research is a research for Audit Quality using Japanese, USA, and 
China's data in the three countries' environments. The project is finished successfully. The 
achievement in this research includes 4 presentations in conferences, 7 papers. Especially, as a 
achievement of this research. A paper is received a Best Paper Award. And the revised of that paper 
got published in a SSCI Journal.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
グローバル的な連鎖を見せた近年の世界規模の金融危機や会計・監査不祥事を防ぐことが社会的に重要な課題で
あり、また、学術的に、「監査の質」への研究に対する需要の高まりがあった。そこで、本研究では、監査の質
に関する理論・制度・実態・実証の研究アプローチを駆使しながら、監査の質に関わる概念的構築、評価フレー
ムワークと実証的測定を日中米において、行おうとしている。研究成果は、学会発表4回（うち、国際学会2
回）、７編の論文の公刊が挙げられる。特に、国際学会で「BestPaperAward」を受賞し、また関係論文がSSCI
（Social Sciences Citation Index）雑誌に掲載されている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｆ－１９－２ 
１．研究開始当初の背景 
 
 
グローバル的な連鎖を見せた近年の世界規模の金融危機や会計・監査不祥事を背景に、企業が
開示した財務報告の質をサポートする「監査の質」の重要性が世界規模で再認識された。こう
した世界規模での実務的ニーズに対応する、各国における学術的・政策的「監査の質」への研
究に対する需要の高まりがある。 
 
 
２．研究の目的 
 
 
本研究では、監査の質に関する国際的総合研究を敢行し、理論・制度・実態・実証の研究アプ
ローチを駆使しながら、監査の質に関わる概念的構築、評価フレームワークと実証的測定を全
世界の範囲において、多方面から行うことを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
 
 
具体的には、国際共同研究の利点を活かし、既実施中の科研を下記の 4点の側面から発展させ
研究を行う。第 1に、哲学的視点を取り入れながら日米欧中の先行研究や規制当局の視点を参
考にし、「監査の質」の概念的構築を行う。第 2に、「監査の質」の評価フレームワークについ
て日英米中学界や規制当局のものを整理し分析・考察する。第 3に、全世界範囲の各国の文献
を渉猟し、国際共同研究者とも議論をし「監査の質」の測定方法の提示をする。第 4に、「監査
の質」の測定方法を用いて、 GDP のトップ 3国である日本・米国・中国の監査市場における監
査の質を実証的に分析し比較する。 
 
 
４．研究成果 
 
 
その研究成果として、これまでの【研究業績】欄から確認できるが、学会発表 7回（うち、国
際学会 4回）、6編の論文の公刊が挙げられる。特に、国際学会で「Best Paper Award」を受賞
し、また関係論文が SSCI（Social Sciences Citation Index）雑誌に掲載されている。 
SSCI 雑誌の論文について、少々触れると、下記のようになる。 
「規制当局にとって経営者に経営予測情報をルールなどに基づき「強制的に」開示させる方が
良いのか、経営者による「自発的な」経営予測情報の開示に任せる方がよいのかという重要な
政策的・実践的テーマに取組み、当該テーマへの検証が可能である中国市場における経営予測
情報などの分析を通じて、自発的開示の方が、①経営者予想の予測正確性、そして②モデルに
基づく将来情報への予測力という２つの側面において、強制的開示よりも優れていることを発
見しました。」（名古屋大学プレスリリース 2021 年 3月 2日付け，仙場作成より抜粋） 
 
また、具体的に、本研究の目的の下、国際共同研究を行っている。現時点で、その成果とし
て、下記の論文の２つの中国語による論文がある。特に、「会計事務所の規模と監査の質に関す
る日中比較研究」は、本研究の研究成果のうち、日本と中国の比較研究を行ったものとなる。
具体的な研究成果のひとつとして、「会計事務所の規模と監査の質に関する日中比較研究」より、
表 2 を抜粋させていただく。日本において、他の先進国と同様に、4 大監査法人が占める市場
規模（クライアント数での）が 70-80％であるが、PwC のクライアント数が他の先進国と比べる
と、極端に少ない。それに対して、中国では、いわゆる国際的 4大監査法人が市場規模（クラ
イアント数での）の 5％しかないということが表からみえる。 
さらに、本研究の成果の一つの Semba, Hu Dan and Kato, Ryo, “Does Big N Matter for Audit 
Quality? Evidence from Japan,”   Asian Review of Accounting, Vol. 27, Issue 1 (March 
2019), pp. 2-28. 査読有り。について、紹介すると、下記のようになる。日本の監査市場にお
ける監査の質の分析を行うものである。具体的には、日本の監査市場において、監査の質にお
ける BigN vs. Non-BigN の差が存在しているのか、それがカネボウ事件の 2007 年の前と後では
差が生じているのかについて検証している。2001-2011 年の日本上場企業 29771 個の企業年度
を用いて、また監査の質については①裁量的発生高、②利益ベンチマーク、③事前的資本コス
ト、④アナリストによる利益予想の正確性および⑤継続企業の前提に関する注記情報の 5つで
測定され、またデータ分析には、傾向スコア・マッチング法が利用されている。主たる結果と



して、クライアントの特性（たとえば、系列であるか否か、外国での売上高比率、倒産リスク
等）をコントロールすれば日本監査市場において大規模監査法人と中小監査法人との監査の質
の差が認められなかった。また、2007 年の前と後において、大規模監査法人と中小監査法人と
の監査の質の差に変化が認められなかったとしている。当該論文は、監査の質を多方面から測
定する数少ない研究であり、日本市場を題材とする監査研究の蓄積を世界へ発信する役割が期
待される。数多くの高水準の雑誌論文に引用されている。たとえば、たとえば、Al-Okaily (2020) 
(Managerial Auditing Journal, Emerald 社); Ocak et al. (2020) (Borsa Istanbul Review, 
Elsevier 社); El-Dyasty and Elamer (2020) (International Journal of Accounting & 
Information Management, Emerald 社); Routledge (2020) (Asian Review of Accounting, 
Emerald 社)がある。 

表 2 日本和中国的会计师事务所（“国际四大”vs.“其他”）的审计客户数的市场规模情况 

EY Deloitte PwC KPMG PwC
＜日本＞ 新日本 トーマツ 中央青山 あずさ あらた
2001 22.03 19.46 19.70 14.89 23.91 3,659
2002 21.61 20.37 20.37 15.09 22.57 3,957
2003 21.57 21.10 20.82 15.29 21.22 4,015
2004 20.70 21.61 20.90 16.15 20.63 4,086
2005 20.58 22.01 21.37 16.50 19.55 4,189
2006 20.97 21.71 20.13 17.29 0.46 19.90 4,302
2007 23.15 21.86 11.14 18.31 2.07 25.54 4,397
2008 26.59 24.95 20.73 2.28 27.72 4,076
2009 26.97 24.66 20.18 2.29 28.19 3,930
2010 26.19 24.72 19.42 2.34 29.66 3,810
2011 26.70 24.82 19.27 2.41 29.21 3,731

＜中国上海・深圳＞ 安永 德勤 毕马威 普华永道

2000 0.54 0.54 0.43 0.97 97.53 932
2001 0.50 0.99 0.60 1.89 96.03 1,007
2002 3.63 1.12 0.84 3.91 90.51 1,075
2003 3.25 1.14 0.79 3.25 91.56 1,137
2004 2.35 1.06 0.81 2.76 93.02 1,232
2005 2.26 1.53 0.97 2.50 92.75 1,241
2006 1.74 1.52 0.68 2.73 93.33 1,319
2007 1.89 1.26 0.98 2.74 93.12 1,425
2008 1.83 1.08 0.88 2.64 93.56 1,476
2009 1.73 1.11 0.80 2.34 94.02 1,622
2010 1.48 1.07 0.71 2.24 94.51 1,966
2011 1.55 1.23 0.64 2.23 94.35 2,194
2012 1.64 1.25 0.60 2.02 94.49 2,321
2013 1.39 1.39 0.59 1.90 94.72 2,366
2014 1.09 1.61 0.64 1.93 94.72 2,482
2015 1.38 1.38 0.52 2.06 94.61 2,672
2016 1.66 1.25 0.54 1.73 94.79 2,954
2017 1.53 1.41 0.60 1.62 94.80 3,326

“国际四大” ( % )    (审计客户数占市场比例) “其他”  (% )
(审计客户数占
市场比例)

审计客
户数

年

 
出所：仙場胡丹・干胜道「会计师事务所规模与审计质量关系之中日比较（会計事務所の規模と
監査の質に関する日中比較研究）」『财会月刊』2020 年第 1巻（2020 年 1月），表２．仙場作成
より抜粋 
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